
総

選

挙

で

日

程

変

更

を

し

て

い

た

市

議

会

が

再

開

さ

れ

、

早

速

、

最

重

要

条

例

改

正

案

で

あ

る

「

敬

老

乗

車

証

改

悪

」

案

と

「

学

童

保

育

利

用

料

値

上

げ

」

案

野

採

決

が

ヤ

マ

場

を

迎

え

て

い

ま

す

。

自

民

・

公

明

党

な

ど

は

、

い

ず

れ

に

も
賛
成
の
方
向
で
す
。

共

産

党

市

議

団

は

、

継

続

審

議

と

し

て

今

回

の

採

決

は

見

送

る

べ

き

こ

と

、

修

正

す

べ

き

と

の

提

案

を

提

出

す

る

な

ど

、

徹

底

審

議

と

反

対

の

立

場

を

貫

い

て

頑

張

る

決

意

で

す

。

井

上

議

員

は

、

敬

老

乗

車

証

改
正
（
悪
）
案
に
つ
い
て
、

「

急

い

で

採

決

せ

ず

、

賛

否

の

如

何

に

か

か

わ

ら

ず

も

っ

と

慎

重

な

審

議

を

」

と

「

継

続

審

査

」

の

動

議

を

提

案

す

る

予

定

で

す

。

井
上
議
員
「
敬
老
乗
車

証
改
正
案
継
続
動
議
」

「

市

税

の

減

収

見

込

み

が

当

初

予

測

ほ

ど

大

変

で

は

な

い

と

分

か

っ

て

き

た

の

で

、

大

幅

減

収

を

前

提

と

し

た

制

度

改

悪

は

見

直

さ

れ

る

べ

き

。
「

財

政

危

機

」

の

要

因

で

あ

る

、

国

か

ら

自

治

体

へ

の

お

金

が

減

ら

さ

れ

て

い

る

こ

と

へ

の

批

判

と

運

動

が

な

い

。

乗

車

証

の

意

義

に

つ

い

て

の

検

証

が

要

る

、

対

象

年

齢

引

上

げ

や

負

担

金

値

上

げ

の

影

響

に

つ

い

て

、

も

っ

と

厳

密

な

予

測

と

精

査

が
必
要
だ
。
継
続
審
査
を
」

※

動
議
と
は
、
当
初
、

予
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
議
案
を
、
緊
急

に
提
案
す
る
こ
と
。

こ

の

ニ

ュ

ー

ス

発

行

の

時

点

で

は

大

筋

が

決

ま

っ

て

い

る

予

定

で

す

が

（

こ

の

ニ

ュ

ー

ス

は

２

日

現

在

で

書

い

て

い

ま

す

）
、

詳

細

は

次

号

に

て

お

知

ら

せ

し
ま
す
。

ま

た

、

今

回

の

議

会

の

議

案

の

中

に

は

、

南

区

の

上

鳥

羽

地

域

の

「

区

画

整

理

」

が

長

年

の

事

業

を

終

え

、

町

名

変

更

な

ど

が

議

案
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対

象

は

、

歳

以

上

、

65

及

び

、

歳

以

上

で

持

病

60

等

の

為

日

常

生

活

を

制

限

さ
れ
て
い
る
市
民
。

実

施

場

所

は

協

力

医

療

機

関

（

予

約

が

要

る

場

合

あ

り

。

健

康

保

険

証

を

持

参
の
こ
と
）
。

時

期

は

、

来

年

１

月

末

頃
ま
で
。

費

用

は

、

軽

減

対

象

で

な

い

方

は

、

２

千

円

を

、

直

接

、

医

療

機

関

へ

。

所

得

が

１

２

５

万

円

以

下

の

方
は
、
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、

詳

細

は

井

上

議

員

迄

お

気

軽

に

。

ま

た

は

、

区

役

所

に

申

請

用

ハ

ガ

キ

あ

り

。
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南区 ６，００８ １５．２％ 1 ０，９１４ ２７．６％

１区 ３３，６３６ １５．４％ ６５，２０１ ３０．５％

京都市 ９２．２６１ １４．７％

京都府 １５２，８６５ １３．２％

保育・学童保育を守ろう
運動団体が署名を提出、

井上議員らも紹介議員に

１１月１日、京都保育団体連絡会を中心と

する実行委員会が、「保育・学童保育制度を

守る緊急請願署名」１万４ ,６４７筆を議会
に提出。請願署名提出には紹介議員のサイン

が必要ですが、井上議員も、団体からの要請

に応え、同僚議員とともに紹介議員のサイン

をしました。主な請願項目は以下の通りです。

１、配置基準や職員処遇の引き下げはやめて

下さい。

１、保育料・学童保育利用料は引き上げない

で下さい。

１、障害児通所支援の利用者負担は引上げな

いで下さい。

１、市長は、国に対し、職員配置基準や職員

処遇、保育料などを改善するよう、もっと

強力に求めて下さい。

※ この請願については、１１月５日の市議

会本会議に出され、１０日の教育福祉委員

会の議題になります。井上議員も質問、「採

択」すべきと主張する予定です。

敬
老
乗
車
証
改
悪
案
・

学
童
保
育
利
用
料
値
上
げ
案
が
大
詰
へ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て




